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本
荘
中
自
治
会
自
主
防
災
会

オ
リ
ー
ブ
ハ
イ
ツ
土
山
管
理
組
合
自

主
防
災
会

鹿
の
川
自
主
防
災
会

宮
の
裏
自
主
防
災
会

緑
ヶ
丘
自
治
会
自
主
防
災
会

野
添
中
部
自
主
防
災
会

大
中
団
地
自
主
防
災
会

野
添
県
住
自
主
防
災
会

野
添
高
山
自
主
防
災
会

サ
ニ
ー
ハ
ウ
ス
土
山
自
主
防
災
会

二
子
北
自
主
防
災
会

蓮
池
自
主
防
災
会

宮
西
自
主
防
災
会

本
荘
西
自
主
防
災
会

城
自
治
会
自
主
防
災
会

新
池
自
治
会
自
主
防
災
会

川
端
自
治
会
自
主
防
災
会

本
荘
北
自
主
防
災
会

古
田
東
部
連
合
自
治
会
自
主
防
災
会

宮
山
自
主
防
災
会

古
宮
第
３
自
主
防
災
会

五
反
田
自
治
会
自
主
防
災
会

二
子
自
主
防
災
会

本
荘
東
自
主
防
災
会

学
園
前
自
治
会
自
主
防
災
会

古
宮
第
１
自
主
防
災
会

古
宮
第
２
自
主
防
災
会

大
中
西
自
主
防
災
会

大
中
東
自
治
会
自
主
防
災
会

播
磨
苑
自
治
会
自
主
防
災
会

駅
東
地
区
自
主
防
災
会

北
池
自
治
会
自
主
防
災
会

本
荘
南
自
治
会
自
主
防
災
会

新
野
添
自
主
防
災
会

土
山
駅
前
自
主
防
災
会

本
荘
古
田
南
自
主
防
災
会

サ
ン
シ
テ
ィ
本
荘
自
主
防
災
会

城
の
宮
団
地
自
治
会
自
主
防
災
会

※
今
年
度
新
た
に
、
右
の
７
自
主
防

災
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
、

47
自
治
会
中
、
45
自
治
会
に
よ
り
、
44

自
主
防
災
会
が
組
織
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

９
月
４
日
(火)

平
成
13
年
度
合
同
防
災
訓
練
に
参

加
（
Ｊ
Ｒ
大
久
保
駅
南
マ
イ
カ
ル
明

石
周
辺
）

12
月
８
日
(土)

自
主
防
災
組
織
中
核
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
（
県
消
防
学
校
）

５
月
27
日
(日)

防
災
資
機
材
の
点
検
と
取
り
扱
い

訓
練
。

７
月
17
日
(火)

古
田
西
分
団
と
災
害
時
の
対
応
に

つ
い
て
協
議
。
消
火
栓
の
取
り
扱
い

訓
練
。

８
月
13
日
(月)

自
治
会
夏
ま
つ
り
に
協
賛
し
、
炊

き
出
し
訓
練
。

９
月
15
日
(土)

山
崎
町
防
災
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
、

地
震
の
強
度
な
ど
を
体
験
。

９
月
16
日
(日)

消
火
器
を
使
っ
た
消
火
訓
練
。

10
月
７
日
(日)

自
治
会
内
で
大
規
模
地
震
を
想
定

し
、
大
掛
か
り
な
防
災
訓
練
を
実
施
。

◎
10
月
の
防
災
訓
練
に
は
100
人
以
上

の
会
員
が
参
加
し
、
防
災
意
識
の
向

上
が
図
ら
れ
た
。
こ
れ
か
ら
各
種
団

体
と
相
互
に
連
携
を
強
め
て
い
き
た

い
。

９
月
９
日
(日)

防
災
資
機
材
の
点
検
。

10
月
７
日
(日)

防
災
に
つ
い
て
懇
談
会
。

11
月
４
日
(日)

宮
北
分
団
の
指
導
の
も
と
、
消
火

器
に
よ
る
消
火
訓
練
。

６
月
10
日
(日)
、
６
月
24
日
(日)
、
７
月

８
日
(日)
、
11
月
18
日
(日)

本
荘
分
団
の
指
導
に
よ
り
、
消
火

栓
を
使
っ
た
放
水
訓
練
な
ど
を
行
う
。

◎
延
べ
200
人
以
上
の
参
加
が
あ
り
、

防
災
意
識
が
高
い
自
治
会
で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
さ
ら

に
各
種
訓
練
や
講
習
会
な
ど
を
重
ね

て
い
き
た
い
。

10
月
21
日
(日)

宮
北
分
団
の
指
導
の
も
と
、
消
火

栓
の
操
作
や
、
放
水
訓
練
を
行
う
。

◎
思
っ
た
以
上
の
水
圧
に
驚
き
、
改

め
て
初
期
消
火
の
大
切
さ
を
感
じ
た
。

11
月
24
日
(土)

駅
西
分
団
に
よ
る
、
消
火
器
の
期

限
切
れ
チ
ェ
ッ
ク
と
販
売
斡
旋
。

㈱
日
本
テ
ル
ペ
ン
化
学
工
業
（
６
人
）

の
指
導
の
も
と
、
消
火
器
を
使
っ
た

消
火
訓
練
と
防
災
資
機
材
の
点
検
を

行
う
。

７
月
１
日
(日)

消
火
栓
・
防
火
水
槽
・
格
納
箱
な

ど
の
場
所
確
認
。
宮
北
分
団
の
指
導

に
よ
る
、
放
水
訓
練
・
バ
ケ
ツ
リ
レ

ー
訓
練
お
よ
び
防
災
資
機
材
の
点
検
。

◎
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
な
ど
の
訓
練
で
参

加
者
の
防
災
に
対
す
る
意
識
が
変
わ

っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
ど
ん
ど
ん

「
い
ざ
っ
」
と
い
う
と
き
に
備
え
る
よ

う
に
訓
練
や
講
習
会
を
持
ち
た
い
。

●
古
田
西
自
主
防
災
会

●
本
荘
県
住
自
主
防
災
会

●
駅
西
自
治
会
自
主
防
災
会

●
そ
の
他
の
自
主
防
災
会

●
今
年
度
組
織
さ
れ
た
自
主
防
災
会

そそそそ
のののの
他他他他
のののの
訓訓訓訓
練練練練
おおおお
よよよよ
びびびび
研研研研
修修修修
会会会会
なななな
どどどど

阪神・淡路大震災から７年目を迎えた１月17日（木）、

播磨南中学校で震度５以上の地震があり、火災も発生する

という想定で防災訓練が行われました。

訓練では、一人の生徒がけがをして校舎内に取り残され

ていると想定し、救助班により担架で搬出して応急手当が

施されました。さらに、校舎屋上から救助を求めるけが人

が発見され、はしご車が出動して救出し、救急車で搬送さ

れました。

次に校舎から火災が発生したとして、自主防災の方々に

よるバケツリレー、教員による屋内消火栓での初期消火活

動、通報を受けて出動し

た消防ポンプ車による放

水と迫真の訓練に、見学

している生徒たちも真剣

なまなざしで見入ってい

ました。

播磨南中学校で合同防災訓練

１月６日（日）午前10時から蓮池小学校グランドで新年

恒例の「平成14年消防出初め式」（加古郡消防協会主催）

が行われ、播磨・稲美両町の消防団員ら関係者約500人が

参加しました。

式典の後に分列行進が行われ、播磨町から永年にわたり

消防活動に精励した消防団員23人、分団２分団が表彰され

ました。

また、八木郡協会長から式辞があり、団員たちは、災

害・火災のないまちづくりへの誓いを新たにしました。

３月１日(金)～７日(木)までの１週間、『たしかめて。 火を消してから　次のこと』を統一防火標語に全国火災予防運動が実施されます。火の使用には、十分ご注意ください。 問い合わせ 加古川市消防本部予防課　10794（27）6532

▲春の全国火災予防運動
『たしかめて。火を消してから　次のこと』

▲消火器を使った消火訓練

▲放水訓練の様子

▲バケツリレーで広がる防災意識

▲三角巾の使い方を学ぶ

自
主
防
災
会
の
活
動
に
参
加
を
！�

▲消防団による指導

●
石
ケ
池
自
主
防
災
会

●
学
園
北
自
主
防
災
会

●
宮
北
自
治
会
自
主
防
災
会

播
磨
町
消
防
団
は
、
現
在
11
分
団
、

404
人
の
団
員
で
構
成
さ
れ
、
火
災
の

予
防
と
消
火
、
水
害
な
ど
の
警
戒
と

防
御
に
あ
た
り
、
住
民
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
願
っ
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

消
防
団
と
消
防
署
は
、
消
防
体
制

の
両
輪
と
い
わ
れ
、
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
魅
力
的
な

消
防
団
に
、
あ
な
た
も
参
加
し
て
活

躍
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
者
は
、
18
歳
か
ら
50
歳
ま
で
。

身
分
は
、
非
常
勤
の
特
別
職
と
な
り
、

公
務
災
害
補
償
な
ど
の
制
度
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

各
消
防
分
団
ま
た
は
住
民
課
へ

1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
３
６
３

▲整列する団員たち

大
地
震
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
消
防
署
な
ど
防
災
関
係
機
関
は
、
全
力
を
挙
げ
て
防
災
活

動
を
行
い
ま
す
が
、
道
路
の
不
通
、
火
災
の
同
時
多
発
、
水
道
管
の
破
損
な
ど
の
悪
条
件
が
重
な
り
、

動
こ
う
に
も
動
け
な
い
事
態
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
「
自
主
防
災
」
し
か
な

い
の
で
す
。
し
か
し
一
人
ひ
と
り
の
力
に
は
限
度
が
あ
り
、
逆
に
危
険
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
が
地
域
ぐ
る
み
で
協
力
し
合
っ
て
、
統
率
の
あ
る
行
動
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
初
め
て
一
人

ひ
と
り
の
力
が
生
き
て
く
る
の
で
す
。

今
回
は
不
測
の
事
態
に
備
え
る
自
主
防
災
会
の
活
動
と
、
そ
の
感
想
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。


